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担当教員:糸井川栄一 TA:蒲倉光 

 

 中間発表までの流れ 

1.1 はじめに 

2020 年初めから日本でも新型コロナウイルス感染

症の感染が拡がっている。一人ひとりの感染予防行動

が重要であることは言うまでもないが、感染拡大を防

ぐには、感染者との濃厚接触が疑われる人物を早急に

発見し、検査や自宅待機等の適切な対応をとり、無用

な感染拡大を抑えることが重要である。 

1.2 接触確認アプリ COCOA の登場 

陽性者と接触した可能性を伝える仕組みとして、日

本では COCOA という接触確認アプリが導入されて

いるが、その認知度や普及率は未だ不十分であると思

われる。我々は COCOA の普及率を高めるにはどうし

たらよいのか疑問に思い、ポイントなどのインセンテ

ィブを付与することが COCOA のインストールを促

すのではないかと考えた。 

1.3 Go To キャンペーンの実施 

一方で、自粛により停滞した経済活動を促進するた

めに、Go To キャンペーンが発足している。この企画

によって人の移動や集中の機会が増え、ウイルスに対

する危機意識の低下を招いているのではないだろう

か。また、最近の第３波とも報道される感染の拡大は、

Go To キャンペーンに起因するものとの指摘やそれ

を否定する見解も報道され、新型コロナウイルス感染

に対する人々のリスク認知に留意する必要があろう。

Go To キャンペーン実施下でもできるだけ感染拡大

を抑制するための方策が必要である。そこで、Go To 

キャンペーン利用時に COCOA のインストールや継

続的な使用が必須事項であれば、感染拡大を防ぐ有効

な手段の一つになるのではないかと考えた。 

1.4 目的 

以上の背景から、本演習では、人々の新型コロナウ

イルス感染に対するリスク認知と、Go To キャンペー

ンの利用意向と COCOA インストール受容性を調査

することによって、次の４点について明らかにするこ

とを目的とする。 

1. COCOA インストールに対する受容性 

2. インセンティブ付与による COCOA のイン

ストール受容性促進の可能性 

3. Go To キャンペーンがもたらした新型コロ

ナウイルス感染症に対するリスク認知・感染

防止行動への影響 

4. Go To キャンペーン申請時に COCOA イン

ストール・継続使用を義務化することによる

COCOA インストール受容性促進の可能性 

1.5 調査方法 

新型コロナウイルス感染症に対するリスク認知と

Go To キャンペーン、接触確認アプリ COCOA の認

識と利用意向を把握することを目的とし、また中間発

表までに挙げられた様々な仮説を検証するべく、「新

型コロナウイルス接触確認アプリ COCOA の利用に

関するアンケート」という内容でアンケート調査を実

施することにした。主に筑波大学生を対象とし、

Microsoft の forms を用いて調査を行う。 

 

 仮説 

中間発表で説明した通り、10 代・20 代の若者は陽

性者の多さと比較して無症状感染や軽症感染の場合

が多い。これが若者にコロナウイルスへの意識の低下

をもたらし、重症化リスクがより高い他の年代への感

染拡大にもつながっていると思われる。したがって、

若者に対して感染防止の方策を提示することが、全体

の感染拡大防止につながると考え、我々にとって身近

である筑波大生を中心に調査を進めるとともに、比較

対象として筑波大学の教職員へも同様の調査の協力

依頼をすることにした。 

我々は Go To キャンペーンやインセンティブ付与

を利用することによる COCOA のインストール促進

に関する以下の 4 つの仮説を立てた。 

１． Go To キャンペーンの登場により、以前より

新型コロナウイルス感染症に対する危機感が

低下し、感染対策が行われなくなった 

２． 「自分が新型コロナウイルスに感染する可能

性は低い」と考えている人ほど Go To キャン

ペーンを利用している、あるいは利用したいと

考えている 

３． Go To キャンペーン申請時にCOCOAのイン

ストール・利用が義務付けられるとしたら、

COCOA をインストールする人が増加する 

４． COCOA を継続的に利用することでポイント
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などのインセンティブを得られるとしたら、

COCOA の普及率は向上する 

 

 アンケート調査結果 

3.1 アンケートの内容 

 仮説の検証のために設けたアンケートの内容は以

下の通りである。 

１． 新型コロナウイルス感染症に対するリスク認知

と感染予防行動 

２． COCOA のインストールの現状、インストール

意向とその理由 

３． Go To キャンペーン利用の現状、利用意向とそ

の理由 

４． Go To キャンペーン利用時のCOCOA インスト

ール義務化の受容性 

５． インセンティブ付与による COCOA インストー

ル受容性 

 

3.2 アンケート概要 

 表 1 にアンケートの概要を示す。222 人の回答者の

うち、性別は女性 95 人、男性 123 人、回答したくな

い 4 人であった。所属は学類 1 年 25 人、2 年 32 人、

3 年 19 人、4 年 25 人、大学院 1 年 29 人、2 年 34 人、

教職員 58 人である。 

 

表 1 アンケート概要 

調査方法 Microsoft forms 

調査対象 筑波大学関係者(学生及び教員) 

調査期間 
2020 年 11 月 16 日～11 月 25 日 

合計 10 日間 

回答数 222 

 

3.3 仮説の検証と考察 

3.3.1 仮説 1 

 仮説 1 を検証するために、『「Go To キャンペーン」

を知って、新型コロナウイルスに対する意識の変化が

あれば教えてください』という設問と回答者の年代別

のクロス集計を行った結果を図１に示す。 

この図を見ると、どの世代も多くは「変わっていな

い」と回答しているが、特徴的なのは 20 代の人は「変

わってない」以外の選択肢にも多く回答していること

である。Go To キャンペーンを契機として、新型コロ

ナウイルス感染の脅威が少なくなったと判断してい

る人が少なからずいることが分かる。この原因として

は、若年層の致死率、重症化率が低いとの報道がされ

ており、本アンケート調査でもその傾向が窺われるた

め、とも考えられるが定かではない。 

 
図 1 新型コロナウイルスに対する意識変化 

 

3.3.2 仮説 2 

今後(または今後も)Go To キャンペーンに参加し

たいと考える回答者の割合は、Go To トラベルで約 7

割、Go To イートで約 6 割に上った。仮説 1 での傾

向がみられたため、回答者を学生と教職員に分け、Go 

To キャンペーンへの参加意思と新型コロナウイルス

への感染リスク認知についてクロス集計を取った。そ

の結果を以下の図に示す。 

 

 
図 2 Go To トラベル 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

16歳以上19歳以下

20代

30代

40代

50代

60代

コロナウイルスの脅威は弱まったと思うようになった

Go To キャンペーンの提携先への旅行ならば遠出も安全だと思うようになった

Go To キャンペーンの提携先への旅行に限らず遠出も安全だと思うようになった

Go To キャンペーンの提携先の飲食店であれば、会食などの複数人での食事も大丈夫だと思うよ

うになった
Go To キャンペーンの提携先の飲食店に限らず、会食などの複数人での食事も大丈夫だと思うよ

うになった
Go To キャンペーンの提携イベントであれば、大人数参加のものでも安全と思うようになった

Go To キャンペーンの提携イベントに限らず、大人数参加のものでも安全と思うようになった

変わっていない

その他

0% 20% 40% 60% 80% 100%

感染することは全く…

少しは感染する可能…

ある程度感染する可…

感染する可能性が相…

感染する可能性が非…
学生

利用したことがあり、今後も利用したい

利用したことはないが、今後利用したい

利用したことがあるが、今後は利用するつもりはない

利用したことはなく、今後も利用するつもりはない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

教職員

利用したことがあり、今後も利用したい

利用したことはないが、今後利用したい

利用したことがあるが、今後は利用するつもりはない

利用したことはなく、今後も利用するつもりはない

感染する可能性が非常に高いと思う

感染する可能性が相当高いと思う

ある程度感染する可能性があると思う

少しは感染する可能性があると思う

感染することは全くないと思う
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感染する可能性が相当高いと思う 

ある程度感染する可能性があると思う 
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感染することは全くないと思う 
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図 3 Go To イート 

 

Go To トラベルと Go To イートの両方について、

学生も教職員も、おおむね感染リスク認知が低い回答

者ほどキャンペーンへの参加意欲は高く回答した。感

染リスク認知の高さと Go To キャンペーンへの参加

意欲の高さには負の相関があり、仮説が成立している

といえる。また学生は、感染リスク認知が高くてもキ

ャンペーンへの参加意思を教職員よりも高く示して

いる。これについて、学生は新型コロナウイルスへの

感染を教職員より恐れていない、一定の感染リスクを

感じていてもキャンペーンによる感染リスクは高く

捉えていない、などの理由が考えられる。 

Go To イートについては、学生も教職員も、感染リ

スク認知が高い回答者ほど利用したことがある割合

が大きい。実際に Go To キャンペーン利用して感染

症対策がされていないことを実感し、「感染する可能

性が非常に高い」を選択している可能性が推測できる。 

3.3.3 仮説 3 

仮説 3 を検証するために、「Go To キャンペーンの利

用に当たって、COCOA インストールと一定期間の使

用を義務化する」ことに関する受容性を見た。それに

ょると、高い割合を占める「すでに COCOA インスト

ール済」を理由として、そのまま Go To キャンペー

ンを利用する」者を除いて、「新たにインストールした

上で、Go To キャンペーンを利用する」と答えた割合

が高く(27.9%)、「COCOA インストールの如何に関わ

らず、Go To キャンペーンは利用しない」が続く

(19.3%)。「COCOA はインストールしたくないので、

Go To キャンペーンは利用しない」5.8%、「Go To キ

ャンペーンに参加する全員が COCOA をインストー

ルする義務を負うなら、自分も Go To キャンペーン

を利用する」5.4%は少数であった。 

この結果から、COCOA インストール済の人は当然

として、COCOA インストール義務の有無にかかわら

ず Go To キャンペーンを利用しない人を除けば、ほと

んどの人が、Go To キャンペーンを利用するに当たっ

て COCOA をインストールすることを受容しており、

仮説は十分に成り立つと考えられる。 

また、上記の設問と COCOA インストールの現状及

びインストール意向を問う設問のクロス集計をとっ

たところ「機能を調べてからインストールする」は約

７割、「インストールしたくない」は 1 半数の人が Go 

To 利用のためにインストールすると回答をしている

ために、義務化によるインストール者の増加は十分見

込める。 

3.3.4 仮説 4 

 インセンティブとして、COCOA インストール及び

３ヶ月の継続使用によって、d ポイントや ponta ポイ

ントなどの流通しているポイントを付与することを

条件に、数種類のポイント数を示して、インストール

の意向を尋ねた。 

 まず、ポイント数は関係なく単純にポイントを付与

する制度を設けた際に COCOA を利用するかどうか

を尋ねたところ「積極的に利用したい」,「継続的な利

用は難しいが興味はある」と回答した人は約 7.5 割で

ポイント付与においては比較的良い印象を得られて

いて、COCOA 継続利用においてポイントは効果的な

手段のひとつであると考えられる。さらにポイント条

件開示前の COCOA のインストール状況と上記質問

のクロス集計を行った結果を図 4 に示す。  

 

 
図 4 ポイント付与制度によるインストール受容性 

 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学生

利用したことがあり、今後も利用したい

利用したことはないが、今後利用したい

利用したことがあるが、今後は利用するつもりはない

利用したことはなく、今後も利用するつもりはない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

教職員

利用したことがあり、今後も利用したい

利用したことはないが、今後利用したい

利用したことがあるが、今後は利用するつもりはない

利用したことはなく、今後も利用するつもりはない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

インストールはしたくない

もう少し機能を調べてからインストールをする

すぐにインストールしたいと思った

すでにインストールしている

積極的に利用したい

継続的な利用は難しいが興味はある

あまり利用したくない

全く利用したくない
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感染する可能性が非常に高いと思う 

感染する可能性が相当高いと思う 

ある程度感染する可能性があると思う 

少しは感染する可能性があると思う 

感染することは全くないと思う 

感染する可能性が非常に高いと思う 

感染する可能性が相当高いと思う 

ある程度感染する可能性があると思う 

少しは感染する可能性があると思う 

感染することは全くないと思う 
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 この図から、COCOA インストールに対して既に

積極的な人たちほど、ポイント付与に対しての興味

があり、これに対して COCOA インストールに対し

て消極的な人たちにおいてはあまりポイント付与に

関して大多数の人が興味を示しているわけではない

結果となっている。このような結果から、新型コロ

ナウイルス感染症に対してリスクが高いと感じてい

る人ほど COCOA が自分に必要かどうかがわかって

いるということが考えられる。 

 そして、具体的にどれほどのポイント数を付与す

るのかを仮定した上での COCOA インストール意向

に与える影響を調べたのが図 5 である。 

 

 
図 5 具体的なポイント数とインストール受容性  

 

 COCOA インストールに対して積極的な人は、少

ないポイントでも COCOA を利用すると回答してい

るのに対し、COCOA インストールに対して慎重な

人でも、高いポイントが付与されればインストール

する傾向にあるという結果が得られた。 

 

 まとめ 

4.1 提言 

 以上のアンケート調査、及び仮説の検証結果から、

COCOA インストール促進に向けた提言を掲げる。 

 COCOA インストール促進において、重要なことは

他サービスとの連携であるということである。本演習

では流通しているポイント、及び Go To キャンペー

ンを他サービスの例として取り上げたが、どちらも連

携を取り入れることで COCOA インストール受容性

が上がるという結果が得られた。よって、他サービス

と COCOA の連携を検討する価値は大いにあると考

えられる。 

4.2 今後の課題 

 COCOA 普及率が低迷している現状を変えるべく

Go To キャンペーンやポイント付与を COCOA イン

ストールの動機として、インストール促進を目指して

いたが、COCOA の普及率が低迷していることには

様々な要因があると考えられる。例えば、COCOA に

関する報道の少なさや、新型コロナウイルス感染症に

対する危機感の薄まりなどが考えられる要因である。

これらの要因を改善していくようなアプローチも

COCOA インストール促進に向けて求められる。 

 また、本演習で行ったアンケート調査において、イ

ンセンティブ付与における COCOA インストール受

容性を調べる設問では具体的な数字を用いたことで

架空の世界を想像させ、回答者がバイアスを持った状

態での回答が得られてしまったため、正確な結果は得

られていないと考える。この点に注意したアンケート

の作成のもとでの調査が今後は必要になる。 
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